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１．はじめに

 本学の海外研修は平成６年度から始まって平成１７

年度で１１回になり，毎年学生たちが書いた海外研修

報告書の冊子も１１冊になった．年が経つとともにプ

ログラムの内容は改良され，学生の参加する意識も変

化したように感じられる．最近４回の学生による研修

報告書やアンケート調査から研修の成果をまとめ，現

在の海外研修の意義を再検討するともに，本学の海外

研修の特徴である事前研修をどのように進めたら良い

のかを考えたい．加えて，第１回から第３回の海外研

修の結果（平成１０年度の報告）と第８回から第１１

回の最近の海外研修の結果と比較し，今後の課題を検

討したい．

２．本学の現在の海外研修

 本学の海外研修は第１回目から第７回目まではシド

ニーで実施し，第８回目から第１１回目はブリスベン

のクイーンズランド大学で実施している．本学の海外

研修は平成６年度「広く世界の歴史と文化を学び，正

しい歴史観を確立する」という建学の精神に沿って，

異文化体験と語学学習をするという目的で，大学で

の英語研修とホームステイを組み合わせたかたちで始

まった．そして，学生が興味を持てる研修にするため

に，学科の特色を生かした見学や体験企画を研修の日

程に多く組み込んだ．本学の設置学科には食物関係が

多いので，具体的にはオーストラリアの栄養士の講演，

調理実習，食物関係の教育をしている専門学校訪問な

どを研修プログラムに加えた．回を重ねるごとにプロ

グラムを改良し，現在の日程になった（表１）．研修

に参加する学生は英語学習の専門課程に属していない

ので語学研修だけではなく，学生たちが自分たちの専

攻に関して興味があるものを日本とは違った文化の中

で実体験し，それ自体がこの海外研修に参加する目的

として成立するようにプログラムを企画してきた．

 これまでの本学の海外研修に参加した学生の総数は

３４１名になり，海外研修を１１回重ねたことで本学
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入学以前から興味を持って本学に入学した学生が出る

ようにもなってきた．

３．海外研修の成果

 アンケートと報告書の内容についてまとめる．

 （１）ホームステイ・異文化体験

 ホームステイをすることは学生たちが文化や考え方

の違いを学び，異文化を体験する良い機会であったよ

うだ．ホームステイで楽しかったのは夕食後の団らん

で，料理を手伝ったり，日本食を作ったり，子どもの

いる家庭では一緒に遊んだことを大いに楽しんだよう

である．ホームステイを通して学んだこととして一番

多かったのは，「コミュニケーションの大切さ」「自ら

積極的に取り組むこと」で，英語がうまく使えないた

めに言いたいことが伝わらないのを辛いと感じ，悔し

い思いをした学生が多かったようである．ホストファ

ミリーに悪かったと書いている学生もいる．楽しさも

あったが同時に悔しさもあったようである．「がんばっ

て伝えようとすればわかってくれる．恥ずかしがって

はいけない」と，ファミリーが学生の英語に耳を傾け

て辛抱強く聞いてくれた優しさを多くの学生が感じ，

間違いを恐れないで自分を表現する必要性を感じて

きたようである．そのがんばりに対してぎゅっと抱き

しめてもらって感激し，「家族ってあたたかいものだ」

とか「親切にされて自分ももっと優しく思いやりのあ

る人間になりたい」など，違う家庭の中で生活するこ

とで今までの自分を見つめ直すこともできた学生がい

たようである．「夫婦の仲の良さにあこがれた」「家族

を大切にしていた」「自分は親に頼りすぎていたと気

づいた」「あんな家族になりたい」「愛国心を感じた」「共

働きでお父さんが料理を作っていた」など，異文化の

中で生活した感想も多かった．

 食生活についての感想も多く，「ベジタリアンが多

い」「せっかく野菜を多く食べていてもアイスクリー

ムでカロリーが高くなる」と食物栄養を勉強している

学生らしい見方をしていたり，「子どもの弁当は簡単

で日本の弁当の方が野菜など食品がそろっているので

健康的」とオーストラリアに来て日本の良さを再発見

したと感想を書く学生がいた．

 この海外研修の全体からの感想でもホームステイで

の家族と過ごしたことが一番印象に残ったこととして

あげられている．日本食を作って好評だったことや，

南十字星を教えてもらったなど，オーストラリアへ

行ってコアラを抱いたりカンガルーを触ったりなど，

新しい経験があったにしてもホームステイでのファミ

リーと過ごした時間は一番貴重な体験であったことが

わかる．

 （２）英語研修・英語力

 大学での英語研修の内容は午後のアクティビティ

と関連し，午後に料理学校へ行く時は午前には調理

用語を学び，午後にスポーツの時はオーストラリア

のスポーツのトピックについて学ぶように組まれて

いる．クラスは初日にプレイスメントテストを行い，

ＴＥＳＯＬ (Teachers of English to Speakers of Other 

Languages)の判断基準を基にした現地の大学の方針

で分けられる．ほとんどの学生は授業内容に関して「適

当である」と答えているが，年によってはクラス分け

の結果で教材が「難しい」と答える学生がいた．授業

時間数についてはほとんどの学生が「適当」と答えて

いるが，授業時間が「多い」と答えている学生が少数

いた．アクティビティをプログラムに入れたために，

毎日予定がしっかりと組まれていて自由行動の時間を

もっとほしいという希望があらわれた結果と思われ

る．

 この英語研修の中では自分たちが日本の食べ物や

食生活について質問を作り，実際に大学のキャンパス

の中で現地の大学生に対して英語でインタビューをす

るアクティビティがあり，その後にその集計結果をグ
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ラフなどにまとめて英語で発表する授業が取り入れ

てあった．はじめはできるかどうか心配な学生がい

たが，外国で積極的に英語を使う良いチャンスと考

えてチャレンジできたことで学生たちの自信につな

がったようである．このインタビューが英語の間違

いを恐れず積極性が大切であると実感できた時間で

あった．現地の大学生たちも質問に対して気楽に答

えてくれ，本学の学生の手元にはその時の写真が思

い出として多く残っている．インタビュー後の結果

をまとめて英語で行う発表は苦労したようであるが，

苦労したものほど学生たちの大きな経験になってい

たようである．

 この研修全体に対して学生が自覚している英語力

への影響についてのアンケートでは９割以上が「大

いに」または「少しは」影響を与えたと答えており（図

１），これを海外研修第１回～第３回の前回の報告と

比べると，ほぼ同じ結果になっており，海外研修の

英語力への影響は大きいことが変わらずあらわれて

いる．英語に対する気持ちの変化についても「英語

への関心が増した」「聞く力が増した」が多く，続い

て「間違いを恐れなくなった」「英語に対する抵抗が

なくなった」の順であった．

 ホームステイではコミュニケーションの大切さを

学び，もっと英語で話をしたかったと多くの学生が答

えているので，英語を十分スムーズに使えたとは思え

ないが，帰国後の学生たちが英語を学ぶ意欲が大きく

なっていることは明かである．

 （３）人間的成長

 英語が得意ではないとはじめから言っている学生た

ちにとってオーストラリアでの研修で得られたものは

英語についてだけではない．学生たちが感じる研修の

効果は人間的に「大いに」または「少しは成長した」

と答えた学生が９割を超えることから精神的な成長に

大いに影響力があったと考えられる．（図２）年によっ

て少しの差はあるにしても，積極性・自立性・気配り・

思いやり・忍耐力，努力・探求心が成長したと自覚

している．これも前回の報告とほぼ同じ結果になって

いる．例えば，後輩へのアドバイスでは「毎日が刺激

的でつまらないことがなかった．この刺激を得てもの

の見方を変えたり価値観をかえたり，自分の未熟さに

気づかされ精神的にもちょっと大人に成長できたと思

う」と書いている学生がいる．

 帰国後，自分が成長したと感じたことの結果はすぐ

にわかるものではないが，報告書などの文章から読み

図2．学生が感じる研修の効果

図1．学生が自覚している英語力への影響
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アの栄養士の講演では多くの質問が出て時間がなく

なってしまったことなど，食物栄養を専攻している学

生たちに興味がある見学や体験が意義あるものであっ

たことが感想として出ていることで，プログラムの改

良の成果が感じられる．

４．事前研修

 週１回の「海外生活事情」の講義としては次のよう

な内容を組み合わせて実施している．

・ 海外研修の参加心構え

・ 異文化体験の心構えとホームステイの意義

・ ホームステイ先での話題作り

・ 海外での生活一般の注意

・ 海外旅行についての知識，渡航手続き

・ 英語会話

・ オーストラリアについてインターネットなどを

使って知識を得る

など，バラエティーに富んだ内容になっている．その

中でも力を入れているのは，「ホームステイ先での話

題作り」である．学生すべてが英語を専門に勉強をし

ている学科の学生ではないので，当初から英語が得意

だという学生はほとんどいない．英語が使えないと自

分の言いたいことが伝わらず楽しめないことをまず理

解させ，それなら自己紹介から趣味，自分のわかる範

囲で日本について英語で話ができるように準備をして

いこうというものである．これは年度によっても学生

の取り組みの具合が違うが，準備は必要だと思っても

なかなか完璧にできて参加したとは言えない．中には

写真をアルバムのようにして説明を書き込んだものを

持って行った学生もいた．自分では準備をしていった

と思ってもホームステイ先で話し出すとすぐに話題は

尽きてしまい，自分の思い通りには話ができなかっ

たという学生が多い．しかし，話の話題を準備してき

たという学生の姿勢がホームステイ先の人たちに通じ

て，ホームステイファミリーの方からいろいろな話題

を与えられた学生がいる．「話題作り」で準備していっ

た話から「自分の英語が通じた」と喜び，話を始める

きっかけになっていったようである．

 海外研修のための「海外生活事情」での事前研修は

役に立ったかの質問にはほとんどの学生が役立ったと

答えてくれた（図３）．役立ったと答えた内容は「海

外生活の注意を聞き生活に対しての不安が減った」「心

配や緊張がほぐれた」「ホームステイ先での話題作り」

「前もって文化を少し理解していくことですんなり生

とれる海外研修で得られた感動は疑いない．短い学生

生活の中でこのような感動を持てたことが大きな海外

研修の成果と言えよう．この海外研修に参加した学生

が何人も学生自治会などで活躍をしている場面を目に

すると，何かしらの成果を感じる．

 海外研修を終えて，「行く前と後で気持ちの変化は

ありますか」という質問に対しては「言葉は大切だ

けど話そうとする気持ちが一番大切」「感謝の気持ち

を強く思うようになった」「何でも積極的にしようと

思う」「自立した生活をしたい」「達成感が持てて精神

的に強くなれた」「日本が好きになった」「英語をしゃ

べるようになりたい」「また海外へ行きたい」などで，

英語や外国に対しての気持ちと同じように自分自身の

気持ちの変化を感じている学生が多かった．

 （４）その他

 学生たちの生活で大変だったということにバス通学

があった．研修先の大学の年度初めということもあり，

満員のバスに乗れずに遅刻したり，バスを乗り間違え

たり，降りたいバス停で降りられなくて終点まで行っ

てしまった，違う大学へ行ってしまったなど，バスに

ついての失敗談が多い．「バス車内の案内放送がない」

「景色が同じで降りる場所がわからない」「バスは日本

ほどぎゅう詰めに乗せない」「時間がルーズ」など感

想も多い．しかし，２日目に遅刻した学生が何人かい

たことはあったが，一度失敗すると二度と失敗を繰り

返さないで学生たちがバス通学に慣れていくようすを

見ることができた． 

 また，オーストラリアのアボリジニの歴史や生活を

知り，感銘を受けた学生が多い．アボリジニの独特な

文化を知り，オーストラリア料理というと香辛料にア

ボリジニの使うものがあることも知った．「大学が広

くて緑が多い」「オーストラリアの人はとてもオープ

ン」「オーストラリアでの日本食のイメージの違い」「食

生活の違い」「のんびりした生活の送り方」「水の大切

さ」「スーパーや店が早い時間に閉まる」「バス停で話

しかけられた」「いろいろな民族の人がいる」「食事の

マナー」など，多くの感想がある．これこそ海外研修

で外国へ行ったために実際に体験してこその感想であ

る．

 このプログラムに取り入れた専門学校見学では現地

の学生たちが実際に実習をしているレストラン，肉屋，

パン屋，バーなどの店があることを知って「実践的な

授業をしている」，スーパーマーケット見学では「オー

ストラリアの食材をたくさん知った」，オーストラリ
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うである．事前研修でどこまで詳しく生活全般につい

ての話をするのかは考えなければならないが，口に出

して伝えなければ気がつかない学生が多くなってきて

いるようである．

 出発間際に「海外研修について期待や楽しみにして

いることと，心配なこと」の事前アンケートを実施し

ているが，前回の報告では英語について「大変心配」

が圧倒的に多かったが，最近４回のうちでは英語につ

いては「少し心配」に変わってきている．ホームステ

イ先について，例年「少し心配している」が多かった

が，平成１７年度ではホームステイ先については「あ

まり心配していない」が一番多くなった．「全く心配

していない」学生もいた．事前研修で海外での生活や

心構えについてよく話をしているが，毎年参加学生は

変わってきて参加意識も気楽になっているように思え

ることがある．一般に旅行会社の海外旅行は簡単に参

加できるし，ホームステイには誰でも参加でき，情報

も多くなっている．本学でも帰国後に先輩たちが楽し

かったことばかりを思い出して話している場合が多い

ので，そう言う話を聞いたり情報を得たりした学生

は行く前にそれほど心配することがなくなってきてい

る．それを事前研修で掘り起こしてこんなに大変だと

先入観を入れるつもりはないが，ホームステイも英語

も何とかなると気楽に考えている学生が以前よりも多

くなったのは確かである．それでいて英語力や人間的

成長の意識が前回の報告の時とほとんど変わらなく多

いのは，研修に参加して実際に英語やホームステイが

改めて大変なことがわかり，自分の成長を自覚できた

結果であろう．思ったより英語もホームステイも大変

だったようである．第１１回目の海外研修では，現地

大学の時間がある時に同行教員をつかまえて英語を聞

活に入っていけた」「英語は大切だということ」「受け

答えができる英語の勉強」「オーストラリア英語の特

徴」「先輩からのアドバイス」「歌の練習（ファミリー

と一緒に歌えた）」「ホームステイをイメージするのに

参考になった」「用意をどうすればいいかわかった」「友

だちができた」などがある．研修に参加する学生はこ

の事前研修の時間で仲良くなり，現地に行っても助け

合い，学科を超えて友だちができたのはよかったと答

えてくれた．「先生の大げさな話でびくついたが，そ

のくらいでよかった」と答えた学生もいて，生活全般

の体験談や心構えが役立ったと答えている．

 ホームステイでの生活についてはバスルームの使

い方から学生たちが現地で直面する話題を用意して英

語と心構えを話していくので，本学の学生がホームス

テイ先から苦情を言われることは今までにはなかった

が，受け入れ先のホームステイファミリーがどのよう

に感じているかは不明な部分が多い．年々学生たちは

違うが，生活全般についての事前研修は重要である．

本学の学生がホームステイをしたファミリーが次のよ

うに言ったとことを後で聞いた．「以前受け入れた他

校の日本学生はある日電話をしてきて，バス停に着

いたが今日は疲れて歩きたくないのでバス停まで迎え

にきてほしい」と言ったそうである．日本でのわがま

まな生活がそのまま通ると思って何の心構えもなくき

た学生がいたらしく，本学の学生と比較されたようで

ある．日本の学生を何度も受け入れてくれていたその

ファミリーは日本の学生について「とても礼儀正しく

て気持ちのいい学生だ」と思っていたのに，身勝手な

学生がいたことで憤慨していたという．本学の事前研

修でも学生たちは生活全般の話を聞いてはいるが，日

常生活で指摘されなければ気がつかない部分が多いよ
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く学生が例年よりも多かったように感じる．ホームス

テイが楽しくなってきても自分が言いたいことをすぐ

に言えないもどかしさが，大学にいる時に英語を準備

してホームステイ先に帰ってこれだけは伝えたいと言

う思いがさせた結果であろう．これらのように日本出

発の前に気がついて準備をしてくれていたらいいのに

と思うことが多い．事前研修はそのためのものである

はずが学生をその気にさせることの難しさを感じる．

研修から帰った学生の多くが「英語をもっと勉強して

もう一度行きたい」と報告書に書くのも研修に参加し

たおかげであると考えるが，もっと早く気づかせて意

識を高める方法を検討したい．

 帰国後は研修についてのアンケートと報告書を提出

させ，研修事後に体験をまとめている．この報告書の

作成について自分の思いをうまく文章で表現できず，

以前よりは時間をかけて対応する必要が出てきてい

る．学生たちが話し出すとたくさんのエピソードが出

てくるので，海外研修で得られた感動は大きいのは確

かである．自分の思いをすぐに言葉で表現することの

難しさもこの研修の中の学習の要素だと考え，学生の

成長を手助けしていきたい． 

５．今後の課題

 過去１１回の海外研修に参加した学生のこの研修の

評価は全体的に良かった．学生たちはホームステイも

英語研修やプログラムの内容についてもこれをやめた

方がいいというものはなかった．それぞれが意義ある

ものとしてとらえてくれた．これはプログラムを改良

してきた結果と考えられるが，受け入れ先の大学との

連携が重要な要素であったので，これからも改善点を

模索しながらプログラムを検討していきたい．

 事前研修は海外研修に参加する学生により明確な異

文化体験の目的を持たせて，自らが行動できるように

意識を高めるものである．学生の意識しだいで海外で

の生活体験を無駄にすることのないようにしっかりと

した心構えを持たせることが重要である．気楽に参加

できると安心させるものでなく，自分が参加したいと

いう意識を高める事前研修を実施したい．

 また，異文化体験のストレスは予想つかない場合が

ある．海外研修出発直前の不安な気持ちは大きなスト

レスにもなる．研修で学科を超えた友だちができたこ

とを研修の良かった点と答える学生がいたので，出発

前から学生が同じ意識を持ちあえるような雰囲気作り

も事前研修の中で心がけていきたい．

 英語力不足はアンケートの結果からも大きな問題で

ある．語学を専門専攻にしていない学生たちが海外研

修に参加しているので，事前研修の中での英語学習は

大きな比重を占めているが，それでも十分とはいえな

い．海外研修をより有意義なものにするためにはホー

ムステイや現地の人々との交流が不可欠であるので，

学生たちが感じたコミュニケーションの重要さを研修

前により自覚させ自学自習の必要性を認識させたい．

研修後，報告書などを書かせて提出させているので海

外研修で高まった英語学習意欲や積極性などの人間的

成長の意識を確認はできるが，それを継続させるその

後のケアも検討の余地があると考える．
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